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26号(1974) 

し通

じ

の には，北方のw地から切り離されて， し 山， 307 m) がある O

は? の を占めているが，下部には

しているO

の貝イヒ についてはすでに研究がなされ，

と とされ?掛川地方の曾我層群に対比されている O

についても貝化

，有孔虫化石につ

いては (1936) ，望月(1965) によって の されているに

ぎない。 は， {の

のでここにそれを述べる O

2.有;露出的地

山の地噴については，すでに詳しく研究

されている 1959 )ので，それにしたがって

概絡を述べる O この

らI1国につぎの 5つの

1.盟 関

は には，

から成っている O

さ 10 ~ 15mの河成機

で，堆噴出はこの地方の抵位段丘の 1つに

あたる長者探期段丘に相当する円この磯j替は

の据に不整合にのっている O

2. IJ¥ 鹿榛麗:厚さ 18m十の向成磯暦か

らなっている O 堆積面はこの地方の中位段丘

すなわち，牧ノ!京期段丘に相当する O

3. 草薙泥露:厚さ 10~ 40mの河口~

内湾成の泥層。兵化五はCrassostreagigas 

マガキ ，Macoma ηcongruaヒメシラトリ

入江の輿に棲む貝類の化石が主として見られ

るO 久能山磯層をオーバーラップしながら堆

積している O

*静岡精華高等学校

し， についても を試みた

医忍 Eヨ 区ヨ
2 3 4 5 

1謂 有渡山の地麓国及び化答採築地点

1 按古雇累層 2 久能山磯層 3 草薙泥層，

4 小鹿燦麗 5

化石採集地点 駒越 2:根古屋 3 村松

4 : ;飴越

-5-



4 久能山榛 j欝:斜交憾関の

かつての安倍J11の三角州として

した犀さ 60----..， 160mの河司成機層からなっている O この

したもので，根古屋泉贈を不整合におおっている O

5. 農累 j響:厚さ約 200mの主として海成泥層で，貝化石を し Nassaria magnifica 

ナサパイ ，Nassarius cae la tusハナムシロ Mizuhope c ten tokyoens isトウキョウホタテ等が主な

ものである O 掛J11屠群に含まれる鮮新世の特徴的貝化石は見られない。貝化石から，本累謄は掛JII

群の上位にくる曾我層群(初期洪積世)に対比されている O

根古援累層は，山体の南側の斜面の下部や東側の山麓に露出しているが詳しい層序はまだ明らかで

ない。一般的にはNE-SW性の走向で， NWに傾斜した単斜構造を示している。

この丘陵の地質構造は NE SWの方向に延びたドームをしており，ドームの東側と南の半分は海

食によって失なわれている。このドームの表面は，かつての安倍J11の沖積平野面であった小限傑!替の

にあたる O このドームの経起は，久能山際躍の堆積後に始まり，現在も続いていると考えられ

ている O

3.試料(J)採集と処理

でに述べたように，根古犀累層のj富序は千五分よくわかっていないが，その走向，傾斜から判断する

と，一般的には東南から西北へ新しくなることが予想される O そこで採集地点としては特に広く露出し

ている船越，村松，根古屋，駒越の 4ケ所を選んだ。これら地点間の層位関係は，駒越の地点がもっとも

で，船越が一番上位と考えられる O 各々の地点からスポットサンプリングによって試料を採集し，充

分乾燥して 100i1を秤りとり， 200メッシュの舗で水洗いし，残津を再び乾燥したO これらの中から含ま

れている淳、砕性有孔虫すべてを摘出した。なお，各地点とも多くの浮様性有孔虫を含んでいたが，念のた

め，残りの試料からもう 100i1についても水洗いし，浮滋性有孔虫について検鏡をおこない，考察の資料

としたO

採集地点の岩質は，いずれもシルト岩(200メッシュの場合の含砂量平均 10 %)で，船越のサンプル

がもっとも砂がち(含砂量 26%)であった O 各地点のシルト岩には植物遺体片も多く含まれていた O

4.率良吉麗累層の浮;緯性有者し

4地点からの化 を検出したところ， 2 9 まれていたO 各地点ごとの産出

を第 1表に を見るとわかるように，それぞれの採集地点の種の組み合せは互いによく似てい

て，地点ごとの いは見当らなかったO したがって各地点関で堆積環境，地質時代に大きな

へだたりはないことが予想される O

について見ると，熱荷の特徴種とされる Globoquadrinahexagona， 主として亜熱帯に培忠する

Globigeriηαfalconensis， Globigerinoid，ωrubeκ Globorotalia crassaformis 等の種が多く含まれているが，

， Globigerina bulloides， Globigerinαραchyderma， Globigerina quinquelobaなどのような鹿北極海帯

に棲息する種類も普通に見出される O もっとも ，Globigerina bulloidω や Globigerinaquiηqueloba など

は，現在でも駿凋湾、の海底表題堆積物の中にも少ないが合まれている (ASANO，1957)0 また，現生

の Globigelinaρachyderma については，北極海や商極海に棲むものは，ほとんど左巻きであるが，低緯
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acostaensis acostaensis BLOW 
(T) acostaensisβseudo戸imaBLOW 
cras叩'ormis et WISSLER) 

(T) inflata (d' ORBIGNY) 
(T) obesa BOLLI 
(G.) cultrata (d' 0 R 
(G.) truncatulinoides (d' ORBIGNY) 

Globorotalia 
Gr. 
Gr 
Gr. 
Gr. 
Gr. 
Cr. 

2 

2 2 

1 ぅhonzfera ぅhonifera(d' 

C 

〔注〕 C : C 0 mm on ( 5 '""'-' 30 {間体〕

PulLeniatina obliquilocuαta obliquiloculata P ARKER et JONES 

A: Abundant (30鰐体以上)

数字は産出偲体数を示す。

産出頻度

1971) 0 BE 1959 ， (ERICSON きが増加することが明らかにされているになるに従って

きであった。駿河湾まれていたが，すべては駒越のサンプノレに 26偲βachyderma G lobigerina 

部の数も，戸。chydennaは知られていなし'0Globigerina 准積物からは現在のところの

saccuLZんr，Globigerinoides obliguiloqulata， Pulleniatiη。したが，そこでは地点における試料を

Orbulzηα unz -Globigerinoides conglobatus， Globigerinoides rubeκ， とのGloborotalia tumida 

G とobliquiloqulata p そのうち，が含まれ，の亜truncαtμlinoides Globorotalia versa， 

Iまbulloides G. られなかったが，p 冷水系の G.仰chydermaはnoides ruberは普通に見られたO

少し含まれていたO

いはな水温は，現在の駿河湾とそれほグコしたカミのことから判断すると，根以

しては駿河湾およびぞの周辺海域この点にしかし，えられる Oかったか，あるいは多少冷たかったと

truncatrz幻oides，Globorotatia 

が必要である O

まれている

と

の地質時代については，化石群中に
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Globigerinoides tenellus， Globorotalia acostaensis acostaensis， Globigerina angustiumbilicataの 4

が示襟になるo BLOW ( 1 967 )は主として浮瀞性有孔虫鍾の出現と出減を基準に第三系から第四系にかけ

て P1'"'-'P22，N1'"'-'N23に卒る詳細な分帯をおこなったが，それにしたがえば Globorotaliatruncatrinoi 

desと Globigerinoides tenellusはN22帯から出現し Globorotalia acostaensis αcostaensis の生存期

間は N22帯まで Globigerina angustiumbilicata はN23需のごく初めまで生存したとされている O

このことをあてはめて見るならば，今回得られた化石群の膚準は BLOW( 1969)の N22帝(

期〉に対比されることになる O

， HA YS et al (1969)は Pulleniatina群集の殻の巻きの方向が，吉地磁気による年代尺度の

Olduvai 事件(約 200万年 B.P.)で，鮮新世の左巻き集団から右巻き集団に変化すると報告してい

るが，駒越のサンプノレには Pulleniatina obliqueloculata が普通に含まれていて，いずれも右巻きで

あった O このことは上述の対比に矛崩しないように思われる O なお ，Globorotal ia truncatrinoides の祖

先型とされるGloborotaliatosaensis 21帯'"'-'N22帯中期まで)は，すべての地点で 1個体も検出されなか

Jコ

以上の結果から見ると，根古屋累層は BLOW(1969)のN22帯，すなわち ，Globorotalia truncatri-

noides trucatrinoides partial range zone (洪積世初期〉の一部に相当すると考えてよいだろう O このこ

とは，員化石群から本累j曹の地質時代が洪積世初期とされていることとも矛盾しない。
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図版 1の説明
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2. Globigeγtna pαchyderma (EHRENBERG) ( 60) 

3. Globigerin，a quinqueloba NATLA関D (x 100) 

4. Globtgeγinoides t ene Uus P ARKEIも (X100) 

5. GlobtタEγtnotdes rubeγ(イ oRB 1 GNY ) ( 100 ) 

6. Globl夕立γinoides rubeγcf. タomttz山 ω ( SおGUENZA)I(X100) 

7. Globiタerl九oides qωdrilobatus trilobus (REUSS) (x 100) 

8. Globiタerinoides qμadγilobαtus t mmαturus LE乳OY (X100) 

国販2の説明

9. Globorotαlia (T.) i九flαtα(d' 0 RB 1 GNY ) (x 60) 

10. Orbuμnα 叩 lversαd'0孔BIGNY (X 60) 

叡古屋

村訟

11. Globorotαlia (T.) αcostαensls αcostαensl 駒 越

12. G loborotaliα (T.) crassαformts crassαJormis (GALLOWAY et WISSLER) 

(X 100) 援古震

13. G loborotaliα (T.) obesαBOLLI (X50) 

14. Globorotaliα (G.) tr弘九Cαtμz九oides (d' ORBIGNY) (x 100) 

設古屋

援古麗

駒越15. P包Ueniati九α obliquiloculαta obliqui loc品dαtαPARKERet JONES (X 100) 
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